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研究成果の概要 

 

メカノケミカル有機合成は、有機溶媒を大量に使用する従来の有機合成とは異なり、ボールミルな

どを用いてほぼ溶媒を用いずに反応を実施する。このため、反応溶媒使用量の削減、反応時間の

短縮、コストの削減などに加えて、不溶性化合物の反応などが可能になる利点をもつ。 

有機カルシウム試薬は、古くから研究がなされているものの、その合成には金属カルシウムの活

性化が必要なため、研究は進んでいなかった。我々はボールミルで有機ハロゲン化物を共存させ

ながら金属カルシウムを反応させると、非常に簡便に有機カルシウム試薬が発生できることを見出

した (参考文献３)。また、この有機カルシウムの新しい反応を見つけるけることができ、計算化学を

用いてその反応性の特長を理解することができた。 

有機カルシム試薬と同様に有機マンガン試薬も、合成が簡単ではない化合物である。我々は、

有機マンガン試薬についても、ボールミルを用いることで、簡便に発生させることができることを明ら

かにし、有機マンガン試薬の合成化学的な有用性を高めることができた (参考文献４)。 

  また、バーチ還元は有機化学における重要な反応の一つであるが、液体アンモニアを用いてリ

チウムなどの金属を溶解させる必要があり、手間のかかる反応の一つである。我々は、ボールミル

を用いて、金属リチウムをそのまま基質と添加剤とともにボールミルで反応させることで、約一分で

反応が完結することを明らかにした （参考文献 1）。 

クロスカップリング反応は医薬品合成などで重要であるが、流動性のあるポリマーの相分離効果

を活用して、この性能を飛躍的に向上させる配位子の開発に成功した （参考文献 2）。 

  また, 

また、これまでの研究成果の社会への還元をめざして、JST START の補助を受け、起業のための

調査と準備をおこなった。 
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